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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 139.73 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日 Ｈ17 Ｈ23

％ Ｈ17 Ｈ23

％ Ｈ18 Ｈ23

人/年 Ｈ20 Ｈ23

指　　標

9,571

都道府県名 群馬県 前橋市
まえばしし

前橋
マエバシ

駅
エキ

周辺
シュウヘン

地区
チク

目標と指標及び目標値の関連性 従前値

・本地区は、前橋駅を中心に前橋市役所や市立図書館、前橋市民文化会館などの本市の中心となる公共施設が集積し、地区周辺には、群馬県庁や裁判所、中央公民館なども位置しており、学校や病院、集客性の高い施設も点在している。前橋駅は、
かつてより本市の玄関口、本市の顔として賑わい、親しまれてきており、特に駅前に５００ｍにわたって続くけやき並木は、樹齢６０年ほどで８０本以上のけやきから成り、樹高は２０ｍを超えるものも多く、訪れる人々を魅了する前橋のシンボル的な存在と
なっている。
・昭和６１年の両毛線高架事業の完成と同時に前橋駅が高架駅舎となった後に、平成５年９月には駅広場の整備も完成したが、以来、１８年あまりが経過し、社会環境の変化の中では、郊外への大規模商業施設の立地や大型店舗の撤退、各種学校の
移転などによって、駅利用者の減少は続いている状況である。また、本格的な高齢化社会の到来が予測されるなかでは、平成１２年に、高齢者や身体に障害のある人などが、安全かつ快適に、安心して移動できる交通環境整備を促進するための、「高
齢者、身体障害者の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律」（通称：交通バリアフリー法）が制定されたが、法に規定された特定旅客施設に該当する前橋駅と、その周辺では、ホームから駅外までの移動円滑化された経路が確保さ
れておらず、また駅から主要施設等を結ぶ経路のうちで、特に高齢者や身体に障害のある人などが日常的に利用するとされる歩きなれた経路（特定経路）については、整備の緊急性が最も高い場所となっている。平成17年度には「前橋市交通バリアフ
リー基本構想」を策定したところであり、今後各整備を実施する必要がある。
・平成１４年からは、駅を中心として市中心部の主要施設等を循環するコミュニティバスの運行を開始し、誰もがアクセスしやすい交通環境の整備を進めてきている。また、平成１８年度に入ってからは、群馬県、ＪＲ東日本高崎支社、前橋商工会議所とと
もに「ＪＲ両毛線駅活性化研究会」を設置し、乗降者の増加策及び駅周辺の活性化を図るための取り組みを開始し、活動を進めているところである。さらに、中心市街地への動線づくりとして、前橋駅前からのけやき並木を活用したイベント開催や、周辺
の地域資源の活用に向けて、市民の活動も盛り上がりを見せている。
・上記研究会等で広場のあり方などについてさらに検討を進める中で、前橋駅広場（北口側）についてはバリアフリー整備を中心とした計画の推進だけではなく、県都である前橋市の顔作り、利用者の利便性向上、安全性の確保の観点、さらには防災機
能を備えた環境、空間の確保の観点から、広場の形状についても再検討を行うこととして、新たに関係者による検討委員会を設けて整備に向けた調整等を行っている。
・平成２０年３月２９日からは、「第２５回全国都市緑化ぐんまフェア」の開催が７２日間開催され、本市は総合会場として、全国からの来場者をお迎えした。また、平成２３年度には「群馬ディスティネーションキャンペーン」も予定されていることから、駅周
辺の整備や市民等のまちづくり活動による「前橋の顔」としての本地区の再生、活性化は、これらのイベントを契機に多くの方に再び訪れていただくための重要な位置づけとなる。
・前橋市民文化会館は築造２７年を経過し、各設備の劣化に伴う改修や国からの通達によるホール等の天井の耐震補強工事などを行う必要性が生じている。本市における文化芸術の顔であり、活動の広域拠点機能も有していることから、本地区の再
生、活性
化を図るうえでも重要な位置づけとなる。なお、本施設は避難所に指定（H22.1.20付）されている。

・前橋駅は、１日約２万人が利用し、市内に位置する鉄道駅の中で最も利用者の多い駅ではあるが、駅ホームから駅外までの移動円滑化経路の確保がされていないため、高齢者や身体に障害のある方たちの安全性、利便性などを向上させるために、
整備の優先度は最も高い。また、現在事業者別に設置されているバス停留所を方面別に再編したり、防災機能を整備するなど、駅前広場一体を再整備することは、バス利用者や来訪者の安全安心、快適な利用のために効果的であることから、早急な対
応が必要である。
・本地区には学校や病院、社会福祉施設などが点在しているが、バリアフリー特定経路において、各施設を結ぶルートとしての円滑な通行が妨げられている状況が見られるため、安全で安心して歩行できる通行空間整備が必要である。
・本地区は、前橋駅を中心に多くの公共施設が集積し、集客性の高い施設も点在しているが、社会環境の変化の中で人通りも少なくなり、本市玄関口としてのかつての賑わいはなくなりつつある。資源を有効に活用して前橋を訪れる人々を楽しませ、「全
国都市緑化ぐんまフェア]を契機に、再び前橋を訪れてもらうための仕掛けづくりや整備が課題である。

・「第六次前橋市総合計画」において、本地区周辺区域は、都心核と位置づけられ都心地域として地域核（新前橋駅周辺地区、大胡地区、前橋南部地区）との整合のとれた整備を進めることとしている。また、多くの人が集い・行き交う「魅力的なエリア」を
形成するため、交通利便性の向上のほか、ユニバーサルデザインを基本とした整備を図ることとしている。
・「前橋市交通バリアフリー基本構想」（平成17年9月策定）においては、前橋駅周辺地区を中心とした、高齢者・障害者等が安全・快適に安心して移動できる交通環境整備が必要として、2010年（平成22年）までに実施すべき施策を位置づけている。今後
は長期的な視点を持ちながら全市域に波及させていくものとしている。

バス停留所、公衆トイレ整備等の駅前広場整備による利便性向上
の指標とする。

目標値

計画期間 交付期間 23

大目標：「前橋の顔」にふさわしい前橋駅周辺地区の再生と安全安心で楽しく歩ける快適な歩行空間づくり
　小目標：駅前広場と特定経路の整備・改善による安全安心で楽しく歩ける歩行空間を形成する。
　小目標：交通拠点となる駅前広場内バス停留所等の再編整備により、利便性の向上と安全性の確保を図る。
　小目標：シンボルでもある駅前けやき並木を活かしたイベント開催などの活動により、駅周辺の魅力と回遊性の向上、活性化を図る。
　小目標：市民文化会館の耐震化による地域住民の安全安心を図り、駅周辺の魅力再生と活性化も併せて図る。

14.2

前橋駅乗車人員 1日に前橋駅を利用する乗車人員数 駅や駅周辺の利用者数の増加、魅力の向上、活性化の指標とする。

駅周辺の魅力の向上、活性化の指標とする。

定　　義

392,000

特定経路のバリアフリー化率 特定経路におけるバリアフリー整備の進捗状況 誰もが安全・安心で楽しく歩ける歩行空間の指標とする。 2.54

9,600

駅前広場等の不便さの解消
整備によって駅前広場の不便さが解消されたかを調査
（アンケート実施）

348,263

24.2

46.70

前橋市民文化会館来館者数 前橋市民文化会館を１年間に利用した延人員数



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

シンボルでもある駅前けやき並木を活かしたイベント開催などにより、駅周辺の魅力と回遊性の向上、活性化を図る。
・けやき並木でのイベント開催やイルミネーション事業などを展開して、駅からの回遊性を向上させ、来客者はもとより住民も参加し楽しめる環境を創出
し、地区の活性化を図る。

地域創造支援事業/提案事業【けやき並木イベント実施事業・イルミネーション事業】

○事業期間終了後も市民中心のまちづくり活動が継続に活発に行えるように環境を整え、活動の発展と広い展開を目指すことにより、前橋駅前地区のさらなる魅力向上と活性化につなげていく。

方針に合致する主要な事業
駅前広場と特定経路の整備・改善による安全安心で楽しく歩ける歩行空間を形成する。
・前橋市交通バリアフリー基本構想に基づき、前橋駅前広場や特定経路の整備・改善を図り、安全で誰もが安心して歩行できる道路空間の形成を図る。
・前橋駅前広場整備に合わせて、バリアフリーに対応した公衆トイレや駐輪場などの公共施設の整備・改善も行い、誰もが気持ちよく使用しやすい環境づ
くりを行う。

道路事業/基幹事業【市道00-017号線・市道00-016号線・市道00-121号線・市道00-120号線・前橋
駅前広場再整備事業】
地域生活基盤施設/基幹事業【前橋駅無料自転車等駐車場整備事業・前橋駅前広場再整備事業】
高質空間形成施設/基幹事業【前橋駅前広場再整備事業】
地域創造支援事業/提案事業【放置自転車等保管場所整備事業・前橋駅前駐輪場整備事業】

交通拠点となる駅前広場内バス停留所等の再編整備により、利便性の向上と安全性の確保を図る。
・前橋駅前広場内に事業者別で設置されているバス停留所を、方面別に再整備し、複雑な乗り場の改善による利用者の利便性向上を図る。
・バス停留所、タクシー乗り場等の整備改善によって、誰もが利用しやすい環境の整備を図る。
・前橋駅利用者の災害時における安全性を確保するため、防災機能の整備を図る。

道路事業/基幹事業【前橋駅前広場再整備事業】
地域生活基盤施設/基幹事業【前橋駅前広場再整備事業】
高質空間形成施設/基幹事業【前橋駅前広場再整備事業】

市民文化会館の耐震化による地域住民の安全安心を図り、駅周辺の魅力再生と活性化も併せて図る。
・本市における文化芸術の顔であり、活動の広域拠点機能も有している前橋市民文化会館の耐震改修を、施設リニューアルに併せて行うことで地域住民
の安全安心を図り、本地区の魅力再生と活性化も図る。

地域生活基盤施設/基幹事業【前橋市民文化会館耐震改修事業】



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 前橋市 直 500ｍ Ｈ19 Ｈ20 Ｈ19 Ｈ20 45 45 45 45

道路 前橋市 直 300ｍ Ｈ19 Ｈ21 Ｈ19 Ｈ21 18 18 18 18

道路 前橋市 直 150ｍ Ｈ19 Ｈ23 Ｈ19 Ｈ23 15 15 15 15

道路 前橋市 直 500ｍ Ｈ19 Ｈ23 Ｈ19 Ｈ23 55 55 55 55

道路 前橋市 直 約6,680㎡ Ｈ19 Ｈ23 Ｈ20 Ｈ23 570 570 570 570

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 前橋市 直 － Ｈ19 Ｈ23 Ｈ19 Ｈ23 954 381 381 381

高質空間形成施設 前橋市 直 － Ｈ19 Ｈ23 Ｈ19 Ｈ23 321 321 321 321

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,978 1,405 1,405 1,405 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
前橋市 直 1,885.76㎡ Ｈ19 Ｈ19 Ｈ19 Ｈ19 6 6 6 6

前橋市 直 Ｈ19 Ｈ23 Ｈ19 Ｈ23 9 9 9 9

前橋市 直 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ19 Ｈ20 4 4 4 4

前橋市 直
東1,962.81㎡
西2,019.40㎡

Ｈ19 Ｈ19 Ｈ19 Ｈ19 4 4 4 4

－ 0

－ 0

－ 0

－ 0

合計 23 23 23 23 …B
合計(A+B) 1,428

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

うち民負担分

交付対象事業費 1,428 交付限度額 571

0

国費率 0.4

交付期間内事業期間
うち民負担分

0

－

規模
（参考）事業期間

前橋駅前駐輪場整備事業

イルミネーション事業

けやき並木イベント実施事業

放置自転車等保管場所整備事業

－

所管省庁名 規模

－

－

事業

事業
細項目

事業箇所名

県庁通線（市道00-017号線）

事業期間

宗甫分線（市道00-016号線）

事業主体

（いずれかに○）
事業主体

直／間

全体事業費

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名

（参考）事業期間
事業

細項目

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業箇所名

－

前橋駅南通線（市道00-121号線）

本町六供線（市道00-120号線）

－

前橋駅前広場再整備事業

－

－

－

地域創造
支援事業

住宅市街地
総合整備
事業



都市再生整備計画の区域

　前橋駅周辺地区（群馬県前橋市） 面積 139.73 ha 区域
本町一丁目・二丁目・三丁目、大手町二丁目、表町一丁目の一部、表町二丁
目の全部、南町三丁目、文京町二丁目、天川原町一丁目の一部

前橋市役所・市立図書館 

県立聾学校 

市立中央小学校 

けやき並木 

県道：前橋停車場線 
市立桃井小学校 

市立第四保育所 

前橋市 

前橋駅周辺地区（139.73ｈａ） 

群馬県庁 

国道17号 

国道50号 

前橋駅  

表示 名称 

 商業地域 

 近隣商業地域 

 第一種住居地

域 

 準工業地域 

 工業地域 

 

 

第一種高層住

居専用地域 

 

凡  例 

市民文化会館 



前橋駅乗車人員数 （人/日） 9,571 （　17年度） → 9,600 （　23年度）

駅前広場不便さの解消 （　％　） 24.2 （　17年度） → 14.2 （　23年度）

特定経路のバリアフリー化率 （　％　） 2.54 （　18年度） → 46.70 （　23年度）

前橋市民文化会館来館者数 （人/年） 348,263 （　20年度） → 392,000 （　23年度）

　前橋駅周辺地区（群馬県前橋市）　整備方針概要図　

目標
「前橋の顔」にふさわしい前橋駅周辺地区の再生と

　　安全安心で楽しく歩ける快適な歩行空間づくり

代表的な

指標

凡  例 

      基幹事業 

          提案事業 

          

前橋市役所・市立図書館 

県立聾学校 

市立中央小学校 

けやき並木 

（県道：前橋停車場線） 

■基幹事業 H19～23 

・前橋駅前広場再整備事業 

 

□提案事業 H19～23 

・けやき並木イベント実施 

・イルミネーション事業 

■基幹事業 H19～23  

・市道00-017号線 

■基幹事業 H19～23 

・市道00-016号線 

■基幹事業 Ｈ19～23 

・市道00-121号線 

■基幹事業 H19～23 

・市道00-120号線 

市立桃井小学校 

市立第四保育所 

 

■基幹事業 H19～23 

交通バリアフリー特定経路整備事業 

     交通バリアフリー特定経路（市道） 

群馬県庁 

 □提案事業 H19 

 ・前橋駅前駐輪場整備事業 

国道17号 

国道50号 

【参考】 
  交通バリアフリー特定経路（国道）      

  交通バリアフリー特定経路（県道） 
  交通バリアフリー特定経路 

          （市道：別途整備予定）   

市道・別途整備予定 

■基幹事業 H22 

・前橋市民文化会館耐震改修事業 

 □提案事業 H19 

  ・放置自転車等保管場所整備事業 

 ■基幹事業 H19 

  ・前橋駅無料自転車等駐車場整備事業 

前橋駅 
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